
 

 

2022 年 10 月 31 日 

各    位 

                        会 社 名 東 洋 水 産 株 式 会 社               

                      代表者名 代表取締役社長 今村 将也 

                                               （コード番号：2875 東証第一部） 

                           問合せ先 経理部長   平野 貴義 

          （T E L ： 0 3 - 3 4 5 8 - 5 2 4 6 ） 

 

2023年３月期第２四半期（累計）の連結業績予想と実績値の差異                  

および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

2022年 5月 13日に公表いたしました 2023年３月期第２四半期（累計）の連結業績予想と本日公表の 
実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
また、最近の業績動向を踏まえ、2023年３月期通期の連結業績予想を修正いたしましたので、下記の 

とおりお知らせいたします。 
 

記 

１、2023年３月期第２四半期(累計)の連結業績予想と実績値の差異（2022 年４月１日～2022 年９月 30 日） 
（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 194,000 16,000 16,700 11,300 110 円 65 銭 

実      績         値（Ｂ） 212,940 18,978 20,378 15,270 149 円 53 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 18,940 2,978 3,678 3,970  

増 減 率            （％） 9.8 18.6 22.0 35.1  

（ご参考）前期第２四半期実績 
（2022 年３月期第２四半期） 

170,498 14,796 15,717 10,975 107 円 47 銭 

為替レートの前提   前回予想 1米ドル＝122.00 円 修正予想：１米ドル＝144.81円 前期実績：１米ドル 111.95円 

 
２、2023年３月期通期連結業績予想数値の修正（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 

帰属する   

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 405,000 36,500 38,000 27,000 264 円 37 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 443,000 41,000 44,000 31,000 303 円 54 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ）    38,000 4,500 6,000 4,000  

増 減 率            （％）    9.4 12.3 15.8 14.8  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 2 0 2 2 年 ３ 月 期 ） 

361,495 29,737 31,834 22,414 219 円 48 銭 

為替レートの前提   前回予想 1米ドル＝122.00 円 修正予想：１米ドル＝144.00円 前期実績：１米ドル 122.41円 
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３、差異及び修正の理由 
2023年３月期第２四半期（累計）の業績予想と実績値との差異につきましては、原材料価格、物流

費、動力費等のコストアップの影響が当初想定を上回って推移するなか、国内外での販売価格の見直
し、海外での即席麺需要の高まりに対する生産体制の強化を積極的に推し進めたこと、為替による 
換算の影響等により、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益が、前回予
想を上回る結果となりました。 
2023 年３月期通期の業績予想につきましては、第２四半期（累計）までの売上高・利益の変動、 

および前提となる為替換算レート変更等による影響を反映し修正しております。  
今後の景気・個人消費動向、原材料価格や動力費、為替等、を注視し、業績予想の見直しが必要に

なった場合には、速やかに開示することといたします。 
なお、通期業績予想値における為替換算レートは、１米ドル＝144.00 円（当初 122.00 円）として

算出しております。 
 

※上記に記載しました予想数値は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の  

業績は今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 
 

以  上 

 


